
舎苧添字経孝え圏帝都京

摂二書事春田+瓦顎
F司 二二勾三~→- ~Il H召

業 宋 ト事 h 景海江主著日

報 代 l 愛スル 気運戸本 木喜皐
の マ下天 循政時主
農 スの日 環策代義

外岡 田 ・中言命 過のの的 4 

雑 に γ 小 E工 程積経論の
誌附就設ン了.の研広極済理源論

論 い の業形 消費財 性問 流
題て 重と而 j 題

録 蒐商主金融上皐 究産叢

義:的業
也巨3、 i当Eて の一ー・

想 i礎意
- ・ 義 ーー・・

ロr ー~・・・:・
・・ . ・・ ・: ・・. ・・. 

摂 経経緯 艦艇鯉鯉経

済 柄済済 済構済 皐博済士 済皿
串 皐串畢 畢串串 高
士 士士士 士士士 士

.穂 堀田白 青佐 堀 柴 本

積 ~T 杉 山波江 庄
主主庄 田楽

文 英 一 秀宜保 iム口

雄 一競郎 夫平 蔵 敬 ー 郎



ナ

テ

ス

経
済
圏
瞳
の
課
題

静

回

均
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ナ
チ
ス
凋
渇
の
商
工
経
済
に
治
け
る
統
制
機
構
は
、
経
済
圏
鎧
と
カ
ル
テ
ル
・
と
の
二
重
組
織
に
た
っ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
が
、
己
の

己
と
は
農
業
島
よ
び
食
糧
経
怖
に
ゐ
け
る
↓
元
的
危
組
織
に
謝
比
す
る
と
堂
、
顕
著
な
る
ヨ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
や
う
に
見
え
る
。

雨
者
の
相
準
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
我
々
は
ま
づ
ラ
イ
ヒ
食
糧
圏
に
つ
い
て
一
瞥
主
投
巴
怠
け
れ
ば
紅
、
ぬ
。

E -~ 

ラ
イ
ビ
食
糧
薗
(
同
盟
n
F
E
罫
E
S
3
た
る
も
白
は
、
従
来
の
農
業
諸
圏
種
を
整
理
統
合
し
、
新
た
に
ナ
チ
ス
的
理
念
に
基
づ
い
て

創
設
さ
れ
た
包
括
的
な
強
固
な
自
治
国
慢
で
あ
る
が
、
そ
り
創
設
は
-
九
三
三
年
九
月
で
あ
る
か
ら
、
商
工
部
門
に
島
げ
る
ナ
チ
ス

経
済
圏
般
の
生
誕
に
一
歩
先
ん
じ
た
も
の
と
い
ふ
べ
青
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
成
績
が
頗
る
良
好
と
停
へ
ら
れ
る
鮪
に
長
い
て
、
と

り
わ
け
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
.
言
で
い
へ
ば
、
F
イ
ツ
農
民
白
精
神
的
晶
、
ょ
び
物
質
的
救
済
、
新
し
い
す
イ
ツ
土
地
法
の
建
行
、

農
産
物
巾
揚
白
計
霊
化
さ
れ
た
秩
序
を
確
保
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
た
ら
な
い
。
ラ
イ
ヒ
食
糧
園
に
は
農
業
・
農
民
・
食
糧
経
済
が

打
っ
て
一
丸
と
し
て
統
括
さ
れ
、
農
産
物
市
揚
の
規
E
白
た
め
金
構
が
附
興
さ
れ
て
ゐ
る
。
世
襲
農
揚
法
が
新
ド
イ
ツ
土
地
制
度
の

接
心
を
た
す
如
く
、
ラ
イ
ヒ
食
糧
固
法
は
食
糧
経
済
忙
治
け
る
職
業
秩
序
と
市
場
秩
序
の
基
礎
を
た
す
。
ヲ
イ
E
食
糧
園
は
強
制
的

な
公
法
人
で
あ
る
賦
に
漏
自
の
両
目
を
保
有
じ
て
ゐ
る
。

試
み
に
ゆ
f
D
構
成
主
窺
へ
ば
、
左
白
如
き
も
D
よ
り
成
り
立
つ
。

ナ
チ
ス
餌
調
闘
世
D
課
題

第
五
十
四
巻

主五

九

静

観

王
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• 
ナ
チ
ス
経
済
画
挫
の
課
題

第
豆
十
回
巻

六
O 

第

裁

Yミ

O 

(
『
)
農
業
に
艇
事

L
寸
又
は
農
業
ー
と
物
接
な
る
聞
係
あ
る
人
々

(
ニ
)
農
産
物
和
よ
び
食
栂
品
の
厩
買
に
従
事
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
購
入
お
よ
び
法
人

会
己
農
産
加
工
業
に
従
事
す
る
自
然
人
お
よ
び
法
人

(
回
)
農
村
協
周
組
合
(
約
四
寓
〉
相
よ
び
そ
の
聯
骨
舎

{
主
)
ラ
イ
ヒ
食
樋
商
法
に
基
づ
き
市
場
規

E
U
議
行
白
た
品
作
ら
れ
た
益
法
闘
世

(

芦

)

そ

白

他

詩

種

目

農

業

者

間

睡

/

右
を
一

91レ
て
第
一
に
気
づ
く
と
と
は
、
固
有
の
農
業
生
産
に
従
事
す
る
狭
義
の
農
業
者
の
み
友
ら
歩
、
農
産
物
の
販
寅
や
器
産

物
の
加
工
に
従
事
す
る
一
切
の
業
者
を
包
容
し
で
ゐ
る
賠
で
あ
り
、

E
れ
は
商
工
部
門
に
島
い
て
商
業
者
の
グ
ル
ッ
ベ
と
工
業
者
の

グ
ル
呪

a

へ
と
が
別
々
に
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
白
と
い
さ
L
か
相
蓮
す
る
。
ラ
イ
ヒ
食
蝿
圏
が
か
や
う
に
農
産
物
の
販
買
業
者
や
加
工
業

者
を
も
網
羅
し
た
の
は
、
何
故
で
あ
ら
う
か
。
そ
礼
は
生
産
者
よ
り
消
費
者
に
い
た
る
金
行
程
を
一
貫
し
て
統
制
を
加
へ
ん
と
す
る

意
闘
に
委
し
た
も
の
で
め
阜
、
い
ふ
と
と
ろ
の
市
揚
規
正
を
狙
っ
た
も
の
に
外
注
も
た
い
。

で
は
ラ
イ
ヒ
食
糧
閣
の
主
要
任
務
は
何
か
。
そ
れ
は
犬
要
左
の
五
つ
に
概
!
宿
す
る
と
と
が
で
き
る
。

V
イ
ツ
農
民
階
組
、
ド
イ
ツ
農
業
、
農
村
協
同
組
合
、
農
唐
物
販
質
業
者
、
農
産
物
加
工
業
者
白
助
成

ラ
イ
ヒ
食
糧
圏
内
成
買
閣
の
極
桝
的
世
骨
的
た
事
業
白
統
制

ラ
イ
ヒ
食
糧
圏
の
包
括
す
る
語
力
の
努
力
を
公
共
の
耐
枇
に
役
立
つ
ゃ
う
調
整
す
る
と
み
」

ラ
イ
ヒ
食
糧
圏
に
閥
聯
せ
る
諸
問
題
に
つ
き
、
特
に
専
問
家
白
意
且
や
申
合
を
遁
建
ナ
芯
と
と
に
よ
っ
て
官
臓
を
支
持
す
る
こ
と

成
員
白
身
分
上
回
柴
審
の
保
持

(

一

V

A

ニ)
A=一

)

(
四
)

(

宜

)

ラ
イ
ヒ
食
規
園
の
任
務
は
も
と
よ
り
こ
れ
む
み
に
つ
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
否
、
食
績
農
業
大
臣
に
よ
っ
て
さ
ら
に
幾

多
自
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
〈
で
ラ
イ
ヒ
食
娼
閣
は
、
例
へ
ぽ
世
襲
農
場
の
設
定
そ
の
他
農
地
に
閲
す
る
諸
澗
題
平
農
作
物

白
保
護
宇
土
地
の
評
債
や
図
式
計
軍
平
市
場
規
正
等
に
協
力
し
左
け
れ
ぽ
友
ら
血
。
い
ふ
ま
で
も
た
〈
ラ
イ
ヒ
食
績
園
は
自
由
主
義

し
か
し
、



時
代
の
農
業
諸
圃
憾
と
異
り
、
農
村
だ
け
O
特
殊
利
議
を
取
上
げ
る
も
白
で
な
い
。
む
し
ろ
ド
イ
ツ
民
族
を
構
成
し
、
維
持
し
カ
づ

2
 

け
る
や
う
澄
刺
あ
る
支
持
主
興
へ
ん
が
た
め
に
、
民
族
と
国
家
に
射
し
責
任
を
も
っ
て
成
員
を
結
集
す
る
己
と
こ
そ
が
本
来
の
任
務
止-U 

た
の
で
あ
り
、
ラ
イ
ヒ
食
糧
圏
の
あ
ら
ゆ
る
情
動
は

E
D
閏
標
の
達
成
を
め
ざ

L
て
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。

t

耐

と
と
る
で
い
ま
我
々

D
チ
1
マ
に
と
っ
て
重
要
た
問
題
は
、
ラ
イ
ヒ
食
糧
閣
の
経
済
的
任
務
と
し
て
掲
げ
て
ゐ
る
市
場
規
正

D
概

何

念
で
あ
る
。
ラ
イ
ー
シ
ュ
レ
に
よ
れ
ば
、
市
場
規
正
と
は
責
任
あ
み
指
導
に
服
す
と
己
る
の
自
治
の
方
捻
に
語
い
で
、
生
産
・
販
寅
・
加

債
絡
・
債
格
差
の
統
制
む
た
め
の
措
置
を
静
じ
、
全
催
経
済
的
見
地
に
従
っ
て
供
給
を
確
保
せ
ん
と
す
る
す
べ
で
の
関
係
、
経
済
集
加

国
語
よ
び
職
業
集
園
の
結
集
を
意
味
す
る
。
ラ
イ
ヒ
食
糧
圃
白
市
揚
規
正
は
、
カ
ル
テ
ル
や
カ
ル
テ
ル
類
似
の
園
慣
の
や
り
方
と
異
刷

る

ば

か

り

で

左

〈

、

岡

家

経

倒

的

も

し

く

は

強

制

経

済

的

理

念

と

も

異

可

制

。

帥

w
 

と
己
ろ
で
農
業
告
よ
ぴ
食
糧
経
済
に
K
M
け
る
市
場
規
正
の
原
理
は
、
こ
れ
を
左
の
如
〈
要
約
す
る
と
と
が
で
き
る
。

MZ
 

(
-
)
圏
内
白
生
活
揖
仲
を
基
礎
と
す
る
慣
格
形
成
に
尉
け
る
棋
序
と
蓮
繭
性

ιは
、
農
業
生
産
十
回
融
持
担
よ
刊
日
噌
並
目
前
提
で
あ
る
。
蓮
続
的
な

Jd
 

購
買
力
に
適
漉
せ
る
消
費
者
個
絡
は
、
貿
鎮
の
安
定
陸
自
前
提
を
な
ナ
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
よ
n
y
し
で
、
既

Eboよ
び
換
金
品
規
宜
と
確
梓
D
要

望

闘

が
虫
宮
。
生
産
相
白
加
工
お
よ
び
配
給
を
な
す
極
済
段
階

T
4
5睦
替
集
圏
官
、
そ
れ
ら
白
雲
叫
に
謝
し
て
公
一
品
質
銀
を
受
取
る
。
他
を
錨
牲
と
ナ
山

る

あ

る

臨

済

事

圃

射

よ

刊

日

程

替

集

国

自

致

富

は

排

除

さ

れ

る

。

、

、

刷

会一
)

J

民
換
白
生
命
の
欲
求
は
、
あ
ら
ゆ
あ
経
済
行
錯
お
よ
び
棋
序
措
置
白
基
準
で
あ
る
。
需
要
白
斑
是
は
廿
き
る
だ
け
極
碑
的
に
、
迅
速
且
つ
低
出
む

R

3

 

廉
に
質
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
ゑ
加
工
業
白
給
付
龍
力
は
需
要
に
適
合
す
る
程
度
に
胸
元
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
。
暴
利
を
求
品
た
産
業
白
清
掃
討
一
汀

U
J

e
g
 

ほ
札
、
事
業
間
皆
目
新
設
繍
張
は
監
楓
き
れ
ね
ば
な
ら
由
。
調
整
さ
れ
た
経
済
領
域
白
成
立
百
促
誕
さ
恥
、
梗
塞
し
た
現
品
し
が
た
い
眠
時
は
筒
車
化
剖
ド

さ
か
る
@
商
業
へ
の
許
可
に
際
し
て
は
、
手
工
業
に
お
け
る
と
同
様
専
門
白
知
識
と
技
能
と
が
特
別
白
役
割
を
演
ず
る
。
制
明
屯

(
=
一
)
供
軸
蹴
蔵
田
改
善
由
た
め
な
ら
慣
に
品
E
D
た
晶
、
民
自
給
付
が
促
遁
さ
恥
、
か
つ
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
慣
値
白
少
い
生
産
物
、
時
見
正
臥

的
供
給
華
々
は
た
い
て
い
無
制
限
白
競
争
の
結
晶
で
事
担
、
そ
れ
は
棋
序
づ
け
b
れ
た
能
車
競
争
に
よ
っ
て
置
き
換
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。
)

(
回
)
市
場
規
正
目
途
行
は
、
闘
儒
職
業
集
園
調
よ
wv
紐
酔
集
闘
の
専
門
白
知
識
尉
よ
び
寅
地
由
経
験
白
下
に
起
る
。
決
定
は
全
曲
に
、
民
族
制
よ

z

輝
一
説

テ
チ
ス
経
済
闘
世
の
課
題

瞳

F
Z
十
回
巻

六

、プミ



ナ
チ
ス
笹
梼
圏
世
由
課
題

館
五
十
阿
巻

ノ、J

務

量慮

六

び
園
寵
に
と
っ
て
責
任
を
負
ふ
と
こ
る
の
棺
導
ー
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

さ
て
市
場
規
直
を
具
鱈
的
に
途
行
す
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
ヒ
食
精
圏
位
そ
の
下
部
構
誼
と
し
て
一
定
の
市
場
闇
慢

B
S同

E
4
2
V骨
骨
)

を
も
た
ね
ば
た
ち
た
い
。

ま
づ
園
民
経
済
的
に
重
要
注
市
揚
に
闘
係
あ
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
段
階
を
通
じ
て
、
寸
た
は
ち
生
産
者
も
加
工
業
者
も
配

給
業
者
も
悉
〈
、
制
域
的
在
自
治
問
憶
に
結
成
さ
れ
る
u

と
れ
い
ふ
と
と
あ
の
材
班
済
組
合
(
君
E
m
n
E円

2
2
5
E
で
あ
る
。
経
済
組

合
は
食
糧
経
済
の
個
々
白
部
門
毎
に
形
成
さ
れ
る
。
例
へ
ば
穀
物
治
よ
ぴ
筒
料
経
済
、
畜
産
経
済
、
牛
筑
た
よ
ぴ
脂
肪
経
済
等
L
R

の

如
し
。
さ
ラ
し
て
穀
物
経
済
組
合

ιは
世
襲
農
場
主
、
農
業
者
、
穀
物
販
賓
業
者
、
飼
料
腕
寅
輩
、
者
、
製
粉
業
者
、
製
粉
販
費
業
者

-
告
よ
ぴ
・
A

Y

屋
等
が
所
属
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
各
段
階
に
ま
た
が
る
業
者
の
垂
直
的
た
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
、

結
成
さ
れ
て
ゐ
る
む
だ
か
ら
、
地
方
的
た
園
憶
に
す
ぎ
な
い
。

か
L
る
地
方
的
在
園
鶴
で
あ
る
経
済
組
合
は
、
相
集
つ
て
杢
園
的
詮
圏
臆
で
あ
る
中
央
聯
合
舎
(
国
目
宮
=
昔
叫

て
ゐ
る
。
例
へ
ぽ
牛
筑
経
済
組
合
は
、
牛
刷
品
師
枇
桝
島
工
ぴ
脂
肪
粧
済
の
中
央
聯
合
舎
を
結
成
す
る
が
如
し
。
か
ろ

L
た
中
央
聯
骨
舎

一
定
の
楠
匡
毎
に

は
約
十
段

E
あ
る
が
、
そ
れ
は
統
一
的
社
基
準
に
縫
っ
て
、
経
稗
組
合
の
荷
動
k
f
指
揮
し
、
在
ら
ぴ
陀
そ
の
措
置
の
合
法
性
是
主
び

合
目
的
性
を
監
腕
す
る
佐
務
を
も
っ
。

他
方
、
と
れ
と
は
反
割
に
生
産
過
程
D
各
段
階
に
ゐ
け
る
闘
係
業
者
白
水
平
的
左
組
織
も
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
吻
合
合
(
君
主
将

E

芭
吉
宮

4
0
E回
目
恒
国
間
何
回
)
正
名
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
経
済
聯
合
舎
は
工
業
者
白
水
平
的
組
織
で
あ
っ
て
、
賓
質
上
は
強
制
カ
ル
テ
ル
に

類
し
、
事
業
一
の
新
設
損
張
の
許
可
を
興
へ
る
構
限
を
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

L
か
じ
一
種
の
市
場
周
慢
で
あ
り
、
政
策
の
貼
で
完
全

忙
ラ
イ
ヒ
食
糧
固
に
従
属
す
る
か
ら
、
普
通
の
工
業
カ
ル
テ
ル
と
は
い
さ
L

か
異
る
。

そ
白
後
粧
情
聯
合
舎
は
語
版
む
ね
崩
壊
し



て
、
中
央
聯
合
舎
に
吸
収
さ
れ
た
。
従
っ
て
そ
れ
は
過
渡
的
た
存
在
で
あ
っ
た
‘
と
い
っ
て
よ
い
で
お
ら
う
。

ル
」
己
ろ
で
E
れ
ら
の
市
場
園
慣
は
法
律
上
白
基
礎
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
の
規
定
に
設
営
す
る
業
者
は
強
制
的
に

一
加
入

L
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
市
場
園
暢
は
農
-
産
物
の
合
目
的
た
加
工
と
配
給
に
よ
っ
て

V
イ
ウ
民
族
の
盟
問
養
を
確
保
ず
る
構
利
と
義

務
を
も
ち
、
ま
た
経
済
集
園
治
上
ぴ
経
轡
集
閤
聞
の
関
係
の
公
正
友
る
調
整
を
粛
す
樺
利
主
義
務
を
も
っ
。
い
ザ
れ
も
公
法
上
の
園

慢
で
あ
り
、
ヲ

f
E
R樋
聞
D
成
員
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
食
糧
閣
は
市
場
圃
瞳
の
法
律
・
命
令
・
定
款
に
基
づ
〈
措
置
を
禁
止
し
、
ま
た

は
廃
棄
す
る
と
と
が
で
き
る
。
市
場
園
慣
は
そ
の
謡
曲
宵
に
闘
し
で
ラ
イ
ヒ
食
糧
聞
の
指
示
に
服
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
ロ
市
場
周
糟
白
定

款
は
、
ラ
イ
ヒ
農
民
指
導
者
の
抽
出
布
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
己
れ
と
怒
ら
，
ん
で
闘
家
の
段
替
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
す
在
は
ち
食
糧

農
業
大
臣
は
、
市
場
圃
障
の
重
要
た
命
令
に
封
し
て
最
後
的
た
決

R
構
を
橿
つ
ず
一
ゐ
る
。
島
上
そ
か
ろ
し
売
仕
組
に
よ
っ
て
公
共
の

踊
祉
冒
と
杢
関
経
済

m章
要
性
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ナ
チ
ス

O
農
業
統
制
組
織
に
つ
い
て
最
低
ま
か
左
概
観
を
奥
へ
た
白
で
あ
る
が
、
農
業
圏
恒
D
再
編
成

メ
ル
ケ
ル
白
指
摘
し
て
ゐ
る
如
〈
、
究
D
諸
賠
に
見
出
す
乙
企
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

(
一
)
舟
っ
て
自
任
意
園
韓
晶
ら
、
引
ま
苧
包
括
的
な
性
絡
を
も
っ
た
公
共
的
な
義
務
回
世
主
な
ワ
た
と
迎
。
従
っ
て
も
は
宇
ア
ウ
ド
・
ザ
イ
グ

1

帯
在
白
畿
地
は
あ
り
え
な
い
固

合
一
)
品
っ
て
白
木
平
的
な
一
段
階
だ
け
司
嗣
掛
か
ら
、
垂
直
的
な
賢
一
段
階
に
撃
た
が
れ
あ
粗
識
へ
在
費
展
し
た
と
在
。

(
一
三
多
か
れ
山
ず
か
れ
個
人
的
な
、
舎
だ
は
草
画
的
な
目
的
に
仕
へ
た
私
的
合
闇
怪
か
ら
、
益
法
的
な
聞
慢
と
な

p
、
市
場
規
豆
と
い
ふ
告
共
的
な

怪
務
を
揺
雷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

以
上
陀
沿
い
て
我
々
は
、

白
特
性
は
、

ナ
チ
ス
餌
情
聞
糧
自
課
題

大

第

擁

プて

傍
五
十
四
巻
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第
宜
十
回
巻

チ

チ

ス

経

済

閣

世

田

課

題

解

一

一

揖

以
上
の
簡
単
友
管
見
よ
り
し
て
容
易
に
看
取
し
う
る
で
あ
ら
う
如
〈
、
ナ
チ
ス
凋
品
唱
に
な
け
る
農
業
統
制
の
機
構
的
特
色
は
、
ラ

ノ、

四

六
回

n
 

イ
ヒ
食
糧
自
国
を
最
上
位
に
頂
く
系
統
国
鰻
の
下
部
組
織
が
強
制
カ
ル
テ
ル
的
互
応
帽
を
も
っ
と
い
ム
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
押

同
一
段
階
に
告
け
る
水
平
一
的
な
組
織
で
た
〈
、
生
産
よ
り
消
費
に
至
る
各
段
階
を
貫
〈
垂
直
的
な
組
織
で
あ
る
黙
に
島
い
て
、
普
通
問a

 

D
強
制
カ
ル
テ
ル
と
は
頗
る
異
っ
た
特
色
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
と
も
、
明
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
他
方
、
工
業
に
告
い
て
は
す
で
帥

に
他
の
機
曾
忙
見
た
る
如
く
、
経
済
圏
鎧
と
カ
ル
テ
ル
と
は
厳
重
に
匝
別
さ
れ
、
経
稗
圃
惜
の
強
制
カ
ル
テ
ル
化
は
極
力
警
戒
さ
れ

i

刊e
 

て
ゐ
る
。
彼
此
謝
服
す
る
た
ら
ぽ
、
ー
そ
己
に
蔽
著
な
る
相
遣
を
認
め
な
い
わ
け
に
行
か
た
い
。
と
れ
は
そ
も
そ
も
如
何
左
る
理
由
に
耐u

 
d
 

n
 

A
u
 n

 

Lυ a
 

t
 

u
 

A
 

A
U

、
n
 

u
 

n
 

e
 

w
 

，b n
 

h
 

世

E
E
d
'
 

J
 S
 

H
o
 

o
山

も
と
づ
〈
白
で
あ
ら
う
か
。
い
は
ば
農
業
と
L
業
k
h
け
る
そ
れ
品
、
と
り
特
殊
性
の
然
ら
じ
む
る
必
然
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
一

時
D
過
渡
的
様
相
で
あ
っ
て
、
工
業
に
沿
い

τも
い
づ
れ
ば
農
業
に
長
け
る
と
閉
じ
ゃ
う
に
、

筋
合
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

一
元
的
組
織
に
あ
ら
た
め
ら
石
ペ
雪

食
糧
部
門
に
ゐ
け
る
先
例
に
型
ど
っ
て
縦
白
粧
済
組
織
を
一
陶
工
部
門
に
も
採
用
し
よ
う
と
す
る
と
と
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
同
じ

ナ
チ
ス

D
陣
替
に
島
い
て
も
見
解
が
岐
れ
、
以
前
か
ら
宰
け
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
政
府
の
部
内
に
ま
で
反
映
し
、
食
糧
省
と

経
済
省
と
白
艶
立
と
な
っ
て
現
は
れ
る
に
及
び
、
い
よ
/
¥
志
っ
て
脊
具
た
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
づ
く
っ
た
と
い
は
ざ
る
を
え
一
泣

い
。
一
九
三
八
年
ラ

4
ヒ
農
民
大
舎
に
治
貯
る
食
糧
弐
官
パ
ッ
ク
の
演
説
と
銀
行
保
険
業
者
大
舎
に
長
け
る
経
済
吠
官
プ

p
ン
ク
マ

ン
の
演
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
訟
は
ち
前
者
が
ラ
イ
ヒ
食
糧
圃
の
立
揚
か
ら
、
食
糧
部
門
に
賓
現
さ
れ
た
如
〈
、
商
工
部
門
に
も
拘

束
経
済
の
原
理
が
導
入
さ
れ
る
己
と
は
、
金
髄
経
憐
の
摺
進
白
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
急
務
で
あ
る
左
設
〈
に
反
し
、
後
者
は
あ
く

ま
で
も
、
商
工
業
に
沿
h

て
は
能
率
競
守
を
維
持
促
進
す
る
己
と
が
無
保
件
的
に
必
要
だ
、
と
説
く
の
で
あ
る
。
換
品
目
す
れ
ば
、
プ

H
Y
タ
守
ン
は
、
競
争
り
排
除
し
か
目
的
と
し
た
い
、
ま
た
加
盟
生
産
者
の
吹
盆
の
確
保
し
か
目
的
と
し
在
い
あ
ら
ゆ
る
カ
ル
テ
ル

.，) 



政
策
に
反
射
志
の
だ
。
こ
白
意
味
に
沿
い
て
彼
は
方
々
テ
ル
排
撃
諭
者
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。

プ
H
ン
タ
マ
ン
は
い
ム
。
ナ
チ
ス
白
指
導
原
哩
は
、
能
率
競
争
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
第
に
人
々
の
理
解
を
え
、
ま
た
人
々
を
そ
白

淘
汰
過
程
に
服
せ
し
め
つ

L
b
る
。
公
益
優
先
を
蝉
得
せ
る
畏
の
企
業
者
向
叫
健
全
な
る
利
己
心
は
、
経
済
の
護
展
に
不
可
般
の
も
の

農
業
と
エ
業
k
h
け
る
統
制
組
織
白
機
構
的
相
違
が
、
そ
れ
ん
¥
白
部
門
に
沿
け
る
内
的
事
情
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
と
す
る
た

で
あ
る
。
掛
利
心
と
そ
れ
か
J

ら
生
宇
る
責
任
。
歌
ぴ
を
も
っ
た
創
意
は
.
う
ね
に
経
済
的
・
文
化
的
進
歩
の
護
保
で
る
る
と
。
さ
う
し

て
彼
れ
O
見
解
は
、
フ

VJP
粧
済
相
や
F
1
リ

y
グ
元
帥
の
一
裏
書
に
よ
っ
て
完
千
釣
の
重
み
を
加
へ
た
翻
が
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
‘

-
フ
イ
ヒ
食
糧
圃
の
先
例
に
友
ち
っ
て
同
様
の
市
揚
障
制
を
商
工
業
に
も
公
式
的
に
嘗
て
出
閉
め
よ
う
と
す
る
要
求
は
、
さ
し
あ
た
り
否

定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ら
ぽ
、
そ
の
特
殊
性
と
は
、
よ
り
具
健
的
に
は
何
を
指
す
白
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
だ
い
た
い
次
の
諸
剥
に
蹄
ず
る
も
の
ミ
如
く
で

あ
る
。第

一
、
農
業
に
KI
い
て
は
、
主
と
し
て
比
較
的
容
易
に
捕
捉
し
う
る
大
量
財
の
若
干
の
大
昔
い
部
類
が
問
題
圭
た
っ
て
ゐ
る
。
工

業
方
面
に
沿
い
て
も
石
茨
・
補
茨
・
加
里
等
々
は
、
生
日
段
・
配
給
を
通
じ
て
縦
断
的
主
税
制
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
相
違
す
る
と
と
る

は
、
-
一
フ
イ
E
食
糧
闘
が
公
法
的
画
世
で
あ
る
白
に
、
後
者
は
私
法
的
国
慌
で
あ
る
鮪
だ
け
で
あ
る
。
然
る
に
よ
り
高
級
の
分
化
し
た

工
業
生
産
物
に
あ
っ
て
は
、
事
情
は
ま
る
で
違
ム
。
例
へ
ば
機
械
工
業
を
見
ょ
。
機
械
製
作
は
大
別
し
て
動
力
機
の
生
産
と
作
業
機

の
生
産
と
に
分
つ
E
と
ぷ
で
き
る
。
動
力
機
は
五
つ
の
部
門
に
、
作
業
機
は
十
九
の
部
門
に
分
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
更
に
細
か
に
分

け
ら
れ
る
。
か
う
し
た
複
雑
多
様
た
機
械
工
業
部
門
に
b
つ
て
は
、
食
糧
、
経
消
の
先
例
に
一
な
ら
っ
て
全
世
的
法
闇
櫨
を
つ
く
る
が
如

昔
、
専
門
集
閣
で
さ
へ
も
不
可
能
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

J

ナ
テ
ス
艦
櫨
町
園
瞳
白
鴎
題
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ナ
チ
ス
恒
梼
闇
挫
白
課
題

第
五
十
四
巻

六
六

傍

観

穴
六

第
二
、
ナ
チ
ス
凋
逸
に
沿
け
一
る
農
業
白
特
殊
法
課
題
は
、
白
山
間
在
る
債
格
形
成
へ
の
依
存
か
ら
自
己
主
解
放
し
、
継
績
性
の
確
保

の
た
め
、
拘
束
経
済
の
原
理
争
導
入
す
る
と
と
を
必
要
た
ら
し
め
た
。
農
民
の
粁
震
は
、
管
幣
楠
備
の
動
か
ち
見
る
ペ
昔
で
は
詮
〈

て
、
会
醐
閉
経
済
に
持
す
る
煮
義
に
金
い
て
、
ま
た
四
筒
年
計
寮
の
坪
内
に
和
い
て
食
踊
絞
怖
に
課
せ

ιれ
た
任
務
に
照
し
合
せ
て
見

友
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
農
民
の
生
活
の
安
定
、
食
糧
自
給
の
た
め
の
増
産
が
営
面
の
問
顕
で
あ
っ
た
。
生
事
可
能
性
に

島
い
て
狭
〈
限
界
づ
時
り
ら
れ
た
農
業
忙
暑
い
て
は
、
市
場
経
済
の
動
揺
か
ち
獅
立
の
掛
位
に
告
か
れ
Z
と
と
が
望
ま
し
い

J
6

し
か
る
忙
工
業
に
お
い
せ
は
、
農
業
に
一
比
し
て
弾
力
性
を
有
す
る
。
ま
た
有
き
か
札
け
れ
ぽ
在
ち
ぬ
。
そ
と
で
は
終
持
隣
翠
の
晴
進

が
決
定
的
に
煮
要
で
あ
る
。
曲
m率
競
争
に
長
い
て
は
、
個
々
の
解
梼
は
針
宵
し
、
消
費
者
の
罪
判
を
ろ
け
た
け
れ
ぽ
在
ち
由
。
そ
れ

は
ま
す
/
¥
競
争
を
刺
戟
す
る
。
民
族
白
血
の
源
泉
で
あ
り
、
食
糧
の
同
給
を
め
ざ
す
食
糧
圏
は
何
土
り
も
農
民
自
生
活
安
定
を
第

一
目
的
と
す
る
か
ら
、
そ
の
布
揚
償
制
は
適
正
債
絡
に
よ
っ
て
農
民
に
絵
剰
盆
を
確
保
せ
し
め
る
と
と
を
要
し
、
競
争
に
よ
る
淘
汰

は
問
題
と
た
ち
た
い
。
と
れ
に
反
し
て
、
工
業
に
お
い
て
は
企
業
者
比
競
争
に
さ
ら
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
血
。
能
率
競
翠
に
落
伍
し
た
も

白
ほ
、
自
己
の
地
位
を
よ
り
有
能
左
後
継
者
K
謹
ら
ね
ば
友
ち
由
。
企
業
者
の
創
活
力
位
、
由
H
尚
に
護
展
せ
し
め
ら
れ
る
と
と
を
要

す
る
。

機
械
工
業
に
あ
っ
て

.
は
、
個
々
の
生
産
物
を
最
初
白
生
青
者
か
ち
最
後
の
配
給
者
に
い
た
る
ま
で
巌
向
刊
に
把
捉
す
る
と
と
ほ
、
曹
司
賓
不
可
能
で
あ
る
。
食

t亡

池第
一一
し
主主， 強
い f市l
ばカ
由冶 Yレ

りテ
で 7!-

2主 量買
〈似
、の

b.組

韮織
者主

az 
遣さ主
的t!
活」

動竺
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喜一
易量
〈。空

業
己防

長主
主主
〈支

別和

E Z 
占弓

モ
オl
は
伺
工
業
の
本
質

縄
農
産
物
は
比
較
的
そ
の
輝
類
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
陀
反
し
、
工
業
生
棒
鞠
の
鰭
類
ほ
嬉
し
い
数
比
上
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
完
成
品
に

在
る
ま
で
の
借
地
科
や
最
初
の
購
買
者
に
い
た
る
ま
で
の
消
程
弘
前
有
し
〈
椅
棋
だ
。
工
業
陀
あ
っ
て
は
、
個
々
の
生
霞
段
階
の
内
部
陀



台
い
て
、
市
山
範
匿
に
わ
た
る
中
間
商
業
が
あ
り
、
そ
れ
は
食
糧
粧
怖
に
見
ら
れ
ぬ
ー
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
よ
り
以
上
白
困
難
を
呈
す
る
も
の
は
、
中
枢
閤
憾
に
結
束
せ
じ
め
る
揚
合
、
何
を
基
礎
と
す
る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。

も
し
工
業
を
ぽ
近
似
し
た
原
料
毎
に
編
成
す
る
と
す
る
た
ら
ば
、
鍛
・
銅
・
ア
ル
ミ
と
い
っ
た
や
ろ
た
、
原
料
別
白
圏
棋
を
つ
〈
ら

ね
ぽ
友
ら
血
で
あ
ち
う
が
、
さ
う
す
る
と
、
戸
筒
白
原
料
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
製
品
白
種
類
は
磐
し
い
敢
に
上
品
と
共
に
、
各
種
の

原
料
を
ほ
ぼ
均
等
に
使
用
し
た
製
品
は
、
如
何
た
る
部
類
に
編
入
さ
る
，
へ
き
か
に
迷
は
ざ
る
を
得
な
い
。

要
す
る
に
て
以
上
述
べ
た
如
き
理
由
に
よ
っ
て
、
工
業
に
長
い
て
は
、
食
糧
絞
怖
に
た
げ
る
が
如
昔
、
生
産
・
配
給
を
一
貫
し
て
統

制
す
る
空
底
的
組
織
を
つ
〈
る
己
と
は
、
至
難
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
業
種
別
の
水
平
的
組
織
に
一
躍
甘
ん
ぜ
心
ぽ
た
ら
ね
必
然

的
左
四
由
を
語
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
己
白
己
と
は
、
食
績
園
的
市
場
規
一
止
に
沿
い
て
至
営
、
と
認
め
ら
れ
た
原
理
会
よ
ぴ
措

置
を
、
商
工
粧
油
開
D
特
殊
事
情
を
参
酌
し
た
う
へ
で
、
商
工
経
済
に
適
用
す
る
と
と
を
竜
も
妨
げ
る
も
の
で
は
左
い
。

--
一

ナ
チ
ス
白
経
済
圏
髄
が
自
由
主
義
時
代
の
そ
れ
と
全
く
異
9
た
特
色
を
有
す
る
と
と
は
、
他
の
機
舎
に
我
々
白
す
で
に
見
た
と
と

る
で
あ
る
が
、
己
L
で
は
農
業
部
門
に
缶
け
る
統
制
組
織
と
白
匝
別
を
明
か
に
す
る
に
必
要
注
限
り
は
沿
い
て
、
さ
ら
忙
別
箇
の
角

度
か
ら
そ
の
住
務
に
つ
い
て
若
干
り
楠
設
を
加
へ

τ
訟
き
た
い
と
思
ム
。
け
だ
し
、
園
慢
の
震
の
本
質
は
任
務
か
ら
の
み
理
解

ιえ

ら
れ
る
ば
か
り
で
友
く
、
機
構
荷
主
ぴ
機
構
D
何
ら
か
白
愛
化
K
封
ず
る
批
評
の
支
結
は
、
任
務
の
検
討
か
ら
の
み
獲
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
ひ
と
は
職
能
と
任
務
か
ら
白
み
正
し
い
機
構
を
つ
く
り
上
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
他
む
あ
ら
ゆ
る
試
み
は
、
生
命
に
従
つ

て
活
動
す
る
白
で
は
た
〈
、
生
命
を
離
れ
た
雛
型
を
作
る
慎
れ
あ
る
に
す
ぎ
た
い
。

ナ
チ
ス
経
済
圏
躍
の
任
務
は
庚
汎
多
岐
に
わ
た
る
が
ゆ
主
に
、
い
る
い
る
の
見
地
よ
り
考
察
す
る
己
と
が
で
昔
る
。

一
般
に
行
は

ナ
チ
ス
経
梼
闘
世
ゐ
課
題

第
五
十
四
巻

六
七

第

観

大

七

，. 



歩
チ
ス
親
泊
開
聞
掛
の
課
題

第
五
十
四
巻

穴
凡

第

揖

y、
八.

れ
る
分
類
に
従
へ
ば
、

岡
家
D
委
任
事
務
と
圃
標
本
来
の
自
治
事
務
に
分
ち
、
或
は
グ
ル
ッ
ベ
の
任
務
と
合
議
所
の
任
務
に
分
ち
、

或
は
業
種
別
に
見
た
任
務
と
地
域
別
に
見
た
任
務
と
に
分
つ
。
が
、
己
主
で
は
し
ば
ら
〈
経
済
閣
樫
の
任
務
を
経
済
政
策
的
内
容
に

卸
し
て
考
察
し
よ
う
と
思
ふ
。

バ
ル
ト
に
よ
る
と
、
ナ
チ
ス
の
経
済
圏
積
は
つ
ね
に
民
族
四
幅
祉
ゐ
土
び
民
族
へ
の
奉
仕
て
ふ
翻
鮪
の
も
と
に
、
第
一
比
技
術
的

に
王
し
い
生
産
治
よ
び
販
寅
を
な
す
ゃ
う
経
済
を
替
蹴
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
第
一
一
に
経
済
的
に
正
し
い
生
産
島
よ
び
販
寅
を
取
す

キ
ろ
粧
怖
を
替
蹴
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
技
術
的
に
正
じ
い
生
産
治
よ
び
眠
賓
が
可
能
で
あ
る
た
め
忙
は
、
内
部
白
粧
轡

/ 

が
と
の
目
的
に
限
臆
し
て
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
経
済
的
に
正
し
い
販
寅
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
営
該
経
費
と
そ
白

買
手
側
と
の
闘
係
が
秩
序
づ
け
ら
れ
る
己
と
主
要
す
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
ナ
チ
ス
の
経
済
圏
膿
は
、
民
族
の
踊
一
世
陀
役
立
つ
柑
粧
品
同
φ
合

理
的
な
形
成
と
民
放
の
踊
祉
に
役
立
つ
市
場
秩
序
主
賓
現
す
る
や
う
援
助
す
る
と
い
ふ
任
務
を
も
っ
、
と
い
っ
て
よ
い
。

ナ
チ
ス
の
粧
品
開
園
械
は
、
技
術
的
に
正
し
い
生
産
会
よ
ぴ
配
分
に
謝
し
て
如
何
に
協
力
す
べ
き
で
あ
ら
号
か
。
己
れ
に
闘
し
で
は

ま
づ
合
川
崎
的
危
仕
上
げ
L
」
合
川
崎
的
な
販
寅
キ
い
ふ
こ
と
が
命
令
と
在
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
個
々
の
経
済
白
私
的
友
利
緩
か
ら

で
は
な
く
、
同
氏
粧
桝
的
な
見
地
か
ら
で
あ
る
己
と
除
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
ナ
チ
Z

以
前
k
h
w
い
て
も
終
消
園
鱒
は
、
高
債
友
商

品
に
は
一
定
の
品
質
詮
明
書
が
必
要
だ
と
か
、
不
休
停
導
帯
白
利
用
湾
は
製
品
の
種
類
に
よ
ワ
て
異
る
と
か
、
規
範
化
沿
土
び
定
型

化
は
生
産
力
を
高
め
る
と
か
い
ふ
風
左
勧
告
を
成
員
に
奥
へ
て
ゐ
た
。
従
っ
て
と
の
種
の
と
と
は
、
何
ら
新
し
い
意
味
を
も
つ
も
の

で
は
註
い
。
新
し
い
意
味
を
も
う
の
は
む
し
ろ
四
筒
年
計
華
町
樹
立
に
よ
っ
て
新
た
に
原
料
節
約
と
い
ふ
題
目
で
い

5
い
ろ
の
任
務

が
課
せ
ら
れ
た
瓢
に
あ
る
。

E

次
に
軍
要
な
の
は
、
教
育
事
業
で
あ
る
。
本
来
、
職
業
教
育
怠
る
も
の
は
、
手
工
業
者
の
園
憶
の
主
要
た
る
荷
動
領
域
に
属
し
て

4) E: Bartb， Wesen und Aufg司，bender. OrganisatioJ:l der ge岡市，1icbenWi由 ch-
aft. I939 S. 69 ff. 



ゐ
た
に
す
ぎ
泣
か
っ
た
が
、
守
チ
ヌ
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
大
工
業
に
語
い
て
も
、
大
い
に
軍
要
祝
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
自
己
責
任
か
ら
溌
生
し
た
の
で
怠
る
が
、
園
日
家
白
認
可
と
指
導
の
も
と
に
殻
展
し
た
。
か
く
て
今
日
で
は
、
商
工
合
議
所
平
手
エ

グ
ル
ッ
ベ
干
ラ
イ
ヒ
手
工
業
者
聯
合
舎
が
教
育
施
設
を

業
舎
議
所
に
た
い
て
、

後
進
者
の
養
成
が
行
は
れ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
友
く
、

も
っ
て
ゐ
る
。

そ
白
他
金
融
・
保
険
・
交
通
・
租
税
等
D
知
書
、
生
産
費
と
直
接
関
係
自
深
い
諸
問
題
に
謝
し
て
、
経
済
圏
鰹
は
生
産
費
の
合
理

的
形
成
白
た
め
に
重
要
在
役
割
を
演
歩
る
ば
か
り
で
友
く
、
さ
ら
に
全
檀
経
済
的
治
よ
び
粧
桝
法
的
領
域
に
長
い
て
間
接
的
左
斡
旋

を
た
し
、
進
ん
で
は
己
れ
ら
の
補
助
活
動
以
上
に
、
経
桝
警
察
的
も
し
く
は
経
済
行
政
的
左
両
に
沿
い
て
協
力
を
在
す
。

四

経
洲
一
的
に

E
し
い
生
産
と
配
給
忙
協
力
す
る
と
と
は
、
ナ
チ
ス
粧
桝
園
樺
の
第
二
の
重
要
注
任
務
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
言
に
し
て

蔽
へ
ば
、
市
場
規
E
(冨
賢
官
Z
E
E
S
と
い
ふ
言
葉
で
現
は
ず
己
と
が
で
苦
る
。
経
済
圏
憾
の
市
場
規
E
が
大
昔
左
役
割
を
演
や
る

と
い
ふ
と
、
或
は
奇
異
の
感
を
売
れ
左
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
た
ら
、
一
九
三
六
年
十
一
月
十
二
日
の
告
示
に
よ
っ
て
経
済
圏
慢

は
市
揚
統
制
に
直
接
携
は
る
と
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
市
場
規
E
h
い
ム
概
念
は
杢
〈
新
し
い
ナ
チ
ス
一
流
D
概
念
で
あ
っ
て
、
市
場
統
制
(
冨
邑
号
品
告
白
巴
と
は
異
る
。
市

揚
統
制
と
は
(
ご
商
品
ま
た
は
産
業
上
自
給
付
の
生
産
ま
た
は
販
寅
白
虎
理
、
三
一
)
商
品
の
購
入
の
鹿
迎
、
(
三
)
産
業
上
の
給
付
K

封
す
る
註
文
の
割
付
の
鹿
理
等
比
針
ず
る
あ
ら
ゆ
る
義
務
づ
貯
の
ほ
か
、
さ
ら
に
は
(
四
)
替
業
保
件
の
遁
用
、
(
五
)
債
格
白
決
定
ま
た

は
債
格
白
要
求
そ
の
他
と
れ
に
一
相
営
ず
る
一
般
的
た
推
奨
等
に
闘
す
る
。
諸
h
k

の
義
務
づ
貯
を
指
栴
す
る
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
そ

れ
は
拘
束
(
盟
国
島
E
S
を
、
競
争
の
制
限
在
意
味
す
る
n

さ
う
し
て
か
く
の
如
き
拘
束
は
、
と
り
め
貯
そ
れ
が
国
家
描
力
k
結
び
つ

い
た
揚
合
は
、
経
済
生
活
の
硬
化
に
、
強
制
粧
済
に
噂
〈
多
分
の
危
険
を
も
っ
。
己
れ
は
ナ
チ
ス
首
局
の
樹
端
ば
忌
む
ゐ
己
る
で
あ

ナチ
λ

鯉
済
圏
輔
自
課
題

第
五
+
凹
巷

-'-ノ、

:Th 

音書

観

矛ミ

丸



-
ナ
チ
λ

極
端
肝
圏
抽
極
的
課
題

錆
耳
十
回
魯

七
O 

費事

現

七
O 

る
。
少
く
と
も
商
エ
経
済
に
闘
ア
る
限
り
は
。

と
こ
ろ
で
市
揚
規

E
'
t
い
ム
概
念
は
、
市
揚
統
制
よ
り
も
う
と
弘
い
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
的
見
地
よ
り
す
る
生
産
及
び
版

費
θ
合
理
的
形
成
白
一
切
を
含
む
。
而
揚
規
正
は
水
平
的
方
向
に
も
、
ま
た
垂
直
的
方
向
に
も
超
り
う
る
。
換
言
す
れ
ば
、
同
一
段

階
に
島
凶
U

る
横
の
規
正
も
あ
る
し
、
ま
た
二
段
階
以
上
に
跨
る
縦
申
規
正
も
あ
る
。
前
白
揚
合
に
沿
い
て
問
題
と
た
る
の
は
市
場
統

制
で
あ
る
が
、
後
白
一
揚
合
に
告
い
て
問
題
と
た
る
の
は
市
揚
調
整
(
冨
個
告
自
性
百
岳
)
で
あ
る
。
市
場
規
正
の
概
念
は
、
だ
か
ら
市
揚

統
制
と
市
場
調
整
止
を
匂
梼
し
た
上
位
概
念
に
外
友
ら
訟
い
。
一
九
三
三
年
以
前
に
あ
っ
て
は
、
市
場
規
正
と
い
ふ
と
と
は
問
題
と

な
ら
な
か
っ
た
。
乙
の
概
念
を
刻
印
づ
け
、
ま
た
そ
れ
に
内
容
を
奥
へ
う
る
如
苦
闘
家
白
経
済
指
導
が
存
在

L
た
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
一
九
=
二
戸
一
年
ま
で
は
、
車
に
カ
ル
テ
ル
が
私
的
危
市
揚
任
務
を
途
行

L
て
ゐ
た
に
す
ぎ
な
い
。
が
、
い
ま
や
カ
ル
テ
ル
の
市
揚

統
制
活
動
は
、
商
工
経
済
の
市
場
規
正
白
金
槌
白
神
の
中
に
あ
ら
た
め
て
編
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

U

さ
う
し
て
そ
の
某
本
的
な
方
向

は
弐
白
通
り
で
あ
る
。

第
一
、
債
格
決
定
や
割
営
は
、
石
炭
・
加
盟
・
窒
素
白
如
き
大
国
一
旦
財
に
と
っ
て
不
可
快
の
市
場
統
制
の
手
段
で
あ
る
。
貯
れ
左
も

他
の
市
場
、
た
か
ん
づ
〈
高
度
白
磁
展
を
と
げ
分
化
し
た
消
費
財
D
市
揚
に
青
い

τは
、
名
春
あ
る
能
率
競
争
に
よ
っ
て
上
り
よ
〈

規

E
さ
れ
る
。
拘
束
治
上
び
樺
力
的
統
制
が
、
公
式
的
に
と
れ
ら
白
市
揚
に
移
さ
れ
る
友
ら
ば
、
高
慣
格
に
硬
化
し
、
技
術
的
監
よ

ぴ
経
済
的
進
歩
を
阻
止
す
る
危
険
を
粛
ら
ず
で
あ
ら
う
。
ナ
チ
ス
白
目
指
す
と
己
る
は
む
し
ろ
そ
の
反
針
で
あ
り
、
宅
民
族
の
生
活

標
準
を
引
上
げ
る
と
と
忙
あ
る
。

国
家
が
経
済
指
導
を
行
ふ
揚
合
に
は
、
あ
る
地
域
に
確
固
た
る
市
揚
統
制
を
認
む
べ
き
か
、
自
由
競
争
が
作
り
出
さ
る
べ
き
か
、

そ
の
中
聞
の
形
態
(
ア
ウ
ト
・
子
イ
グ
1
0
あ
る
カ
ル
テ
ル
)
を
存
置
す
べ
き
か
を
考
へ
唱
モ
白
時
々
に
遁
宜
決
定
し
な
け
れ
ば
た
ら

た
い
。
決
定
を
注
す
白
は
む
る
ん
園
家
で
あ
る
が
、
モ
白
際
園
家
白
手
停
を
な
ノ
す
の
が
経
済
圏
悼
む
任
務
で
あ
る
。
経
桝
周
憶
は
市



揚
長
よ
ぴ
市
場
圃
鰻

E
視
察
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
園
家
に
判
断
の
材
料
を
奥
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
金
鶴
的
見
地
に
立
っ
て
、
経
済

圏
瞳
は
批
判
的
に
観
察
す
べ
き
だ
。
経
済
圏
慌
が
自
己
白
よ
り
狭
い
地
域
ま
た
は
業
種
の
見
地
に
立
っ
て
観
察
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

り
地
域
ま
た
は
業
種
。
よ
く
知
ら
れ
た
金
惜
白
利
益
の
下
に
立
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
日
常
の
利
害
や
眼
前
の
利
害
に
囚
は
れ
で
は
な

ら
由
。
内
部
的
に
凋
立
白
者
。
み
が
み
白
担
多
き
批
判
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
経
済
圏
鑓
と
-
カ
ル
テ
ル
を
分
離
し
、
匝
別
し
た
第

一
の
理
由
は
と
与
に
あ
る
ゆ

一一一一一一一一一

第
二
、
グ
ル
ッ
4

は
市
揚
規
正
に
沿
い
て
消
極
的
に
警
察
の
役
目
を
果
す
に
と

E
圭
ら
宇
、
さ
ら
に
進
ん
で
今
日
な
ほ
必
要
硯
さ

れ
て
ゐ
る
拘
束
が
、
や
が
て
は
賛
物
と
な
る
や
う
に
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
グ
ル
ヲ
ベ
は
民
族
と
圏
家
の
た
め
最
大
可
能
白
経

済
性
と
最
高
白
給
付
に
ま
で
成
長
主
教
育
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ず
な
は
ち
そ
れ
に
必
要
た
共
同
動
作
を
)
技
術
的
キ
よ
ぴ
経
管
経
済
的

領
域
に
告
い
て
、
ま
た
統
計
お
よ
び
市
場
分
析
白
領
域
に
沿
い
て
途
行
す
る
こ
γ
と
を
要
す
る
。
そ
れ
は
賂
来
拘
束
を
貨
物
た
ら
し
め

る
前
提
保
件
で
あ
る
。
他
方
、
簿
記
や
計
算
の
基
準
に
閥
す
る
あ
ら
ゆ
る
草
案
は
、
経
済
大
臣
が
認
可
を
奥
へ
る
己
と
に
な
っ
て
ゐ

る
。
経
済
大
臣
は
経
消
圏
鰹
白
共
同
動
作
が
市
場
統
制
的
た
協
定
十
推
薦
に
濫
用
さ
れ
る
耳
と
D
な
い
や
う
に
監
督
を
加
へ
ね
ば
た

ら
ぬ
。
経
済
圏
催
が
か
う
し
た
新
し
い
任
務
に
挺
身
し
、
経
営
の
改
善
に
寄
輿
し
た
己
と
は
、
モ
白
功
績
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ

片
第
三
、
織
じ
て
ナ
チ
ス
の
経
済
政
策
は
『
よ
り
ル
ー
ズ
な
緩
和
』
の
招
来
を
目
的
と
す
る
も
白
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
が
責
現
さ

ろ
で
あ
号
。

れ
な
い
以
上
、
本
来
の
市
場
統
制
的
協
定
や
推
薦
は
、
カ
ル
テ
ル
モ
白
他
田
市
場
統
制
圏
慢
に
委
一
ね
ら
る
ペ
昔
も
の
で
あ
り
、
さ
う

し
て
粧
品
阿
国
髄
は
か
h
る
市
揚
統
制
圃
障
の
監
督
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。
友
ぜ
在
ら
、
経
済
圏
惜
は
強
制
加
入
正
指
導
者
原
理
め

雪

へ

に

立

脚

す

る

以

上

、

一

般

経

消

的

諸

任

務

を

婚

嘗

し

、

そ

れ

と

主

ら

ん

で

立

っ

て

ゐ

石

わ

け

だ

か

カ
ル
テ
ル
白
上
に
位
し

ら。

ナ
チ
ス
担
済
問
睡
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課
題
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-
ナ
チ
ス
恒
静
且
慢
の
課
題

• 

'It 

第
五
十
四
巻

策

担

七

し
か
し
、
経
済
圏
慌
の
市
揚
規
正
が
次
第
に
漫
展
す
る
に
つ
れ
、
カ
ル
テ
ル
白
あ
る
も
白
が
経
済
圏
慣
に
吸
牧
さ
れ
る
可
能
性
は

考
へ
ら
れ
る
。
と
の
賭
に
闘
し
で
貫
先
に
問
題
と
左
る
の
は
、
計
算
カ
ル
テ
ル
で
あ
ら
う
。
原
債
計
算
の
芸
準
を
準
備
す
る
と
と
が

回

経
桝
圏
慢
の
任
務
と
た
れ
ば
、
/
現
存
の
計
算
カ
ル
テ
ル
の
捲
醤
ず
る
役
割
は
経
桝
園
慢
に
移
譲
さ
れ
る
己
と
は
、
む
し
る
首
然
で
あ

M

そ
そ
り
審
議
鍛
工
業
や
す
プ
ヱ
書
見
ら
れ
る
ん
一
己
主
あ
る
。
経
済
圏
鵠
は
さ
ら
に
一
歩
主
主
、
債
格
カ
ル
テ
ル
山

ゃ
統
一
的
在
供
給
僚
件
に
闘
す
る
協
定
に
闘
し
で
も
、
国
民
経
済
が
経
済
問
慢
へ
の
移
譲
を
必
要
と
す
る
か
否
か
を
吟
味
し
た
け
れ
曲

ば
怒
ら
左
い
。
メ
V

バ
)
の
範
囲
が
経
済
圏
臆
白
メ
V
メ
ー
の
範
囲
と
一
致
す
る
蕗
制
カ
ル
テ
ル
出
さ
し
づ
め
問
題
と
反
り
う
る
。
由

合

併

は

カ

の

集

中

と

費

用

及

び

摩

擦

に

よ

る

損

失

の

節

約

と

を

意

味

与

る

が

ち

だ

。

叩

ナ
チ
ス
の
考
K
よ
る
と
、
競
争
は
能
率
の
一
増
進
を
促
す
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
謀
左
競
争
、
過
度
の
競
争
、
投
機
的
川

左
競
争
は
抑
止
さ
れ
ね
は
な
ら
む
ロ
そ
れ
は
携
飢
を
、
無
秩
序
を
、
粧
舎
的
た
禍
害
と
経
済
的
友
浪
費
を
結
呆
ず
る
か
ら
だ
。
乙
の
時

限
り
に
お
い
て
ナ
チ
ス
は
競
争
を
杏
定
す
る
と
い
へ
よ
三
匹
、
し
か
し
能
率
増
季
語
宇
隈
b
k
b
い
て
は
、
明
か

E
れ
を
肯
定
町d

 
E
 

e
 

日
目

UM
 

H
 

ず
る
。
否
、
積
極
的
に
奨
励
を
き
へ
も
ず
る
の
で
あ
る
。
一
泣
か
ん
づ
〈
工
業
部
門
に
島
い
て
。
け
だ
し
、
政
治
的
指
噂
に
よ
っ
七
経

済
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
ば
、
商
工
経
済
自
分
野
に
闘
す
る
限
り
一
般
に
、
創
治
的
左
私
的
創
意
を
た
る
べ
〈
自
由
に
品
目
揮
、
せ
し
め
、

充
分
に
競
争
を
行
は
し
む
る
と
と
に
よ
り
、
個
々
人
に
替
利
的
左
ら
び
に
能
率
的
危
努
力
の
刺
践
を
県
へ
た
と
き
に
、
最
も
よ
く
遂

行
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
無
制
限
に
行
は
れ
て
は
た
ら
由
。

E
h
k
h
い
て
か
能
率
原
理
と
た
ら
ん
で
規
正
原
理

が
、
園
民
社
曾
主
義
的
経
済
の
構
成
原
理
と
し
で
現
は
れ
か
o

さ
う
し
て
商
工
経
済
に
た
貯
る
そ
れ
の
貫
徹
は
、
原
理
的
に
は
市
場
拘
束
乃
至
市
場
周
健
の
存
在
を
必
要
と
し
左
い
。
強
制
カ
ル

テ
ル
の
一
般
的
普
及
K
よ
る
園
、
民
粧
済
白
硬
化
は
、
ナ
チ
ス
の
何
よ
り
も
長
れ
る
と
乙
ら
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
は
む
し
ろ
ア
ウ
ト
・
サ
イ

ダ
ー
の
品
開
地
を
認
め
る

6

市
揚
撹
胤
者
と
し
て

C
T
P
ト
・
サ
イ
ダ
ー
の
存
十
世
は
否
定
ず
る
け
れ

E
も
、
能
率
促
進
者
と
し
て
0

7



ウ
ト
・
サ
イ
ダ
ー
白
役
割
を
看
過
す
る
乙
と
は
泣
い
。
し
か
じ
、
競
争
を
認
め
る
限
切
、
競
争
よ
り
生
巴
う
べ
き
紛
争
を
兎
れ
え
友

い
と
と
は
、
明
か
で
あ
る
u

か
う
し
た
紛
争
の
最
後
的
慮
理
は
行
政
官
闘
胴
長
よ
ぴ
裁
判
所
白
装
る
と
こ
る
で
あ
る
が
、
そ
由
際
経
済

圏
輯
は
、
最
も
公
平
か
う
資
情
に
即
し
た
見
遍
か
ら
自
己
の
意
見
を
表
明

L
、
補
助
機
閥
的
役
割
主
演
ヒ
怠
け
れ
ば
た
ら
由
。

ん
と
す
る
努
力
と
見
ら
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

一一一一一斗一一一一一一一一一

同
様
の
と
と
は
、
債
格
形
成
治
よ
び
債
格
監
視
に
闘
し
て
も
い
ふ
と
と
が
で
昔
る
。
す
訟
は
ち
経
神
間
簡
は
政
府
の
物
債
統
制
に

協
力
し
て
、
法
占
τ
白
徹
底
に
蓋
力
す
る
ば
か
り
で
友
〈
、
例
へ
ば
債
格
停
止
令
か
ら
む
除
外
の
申
請
に
射
す
る
官
腐
側
の
許
可
不
許

可
白
決
定
に
あ
た
り
、
有
力
友
制
断
の
材
料
を
提
供
し
た
り
、
標
記
商
品
の
債
格
引
下
政
策
白
遂
行
に
協
力

L
た
り
す
る
。
さ
ら
に
経

済
圏
憶
仙
、
債
格
形
成
委
員
舎
を
支
持
し
、
有
機
的
左
債
格
形
成
を
招
来
せ
ん
が
た
め
、
時
と
し
て
市
揚
規
疋
協
議
舎

(
F
F
Z
E

E
唱問。
5
2
g
n
E
E
E設
立
す
る
。
そ
れ
は
特
定
の
商
品
の
生
産
及
び
配
給
に
闘
係
あ
る
専
門
集
園
及
び
専
門
小
集
園
白
蓮
絡
を
は
か

ち
ん
と
す
る
目
的
を
も
っ
て
生
れ
た
組
織
で
あ
る
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
克
て
も
経
棉
閤
悼
雨
明
閣
情
が
頗
る
弾
力
性
陀
富
む
己
と
を
想

像
す
る
己
と
が
で
き
る
。
す
左
は
ち
農
業
乃
至
食
糧
経
済
忙
た
け
る
垂
直
的
市
場
組
織
の
妙
味
を
形
を
か
へ
て
商
工
経
済
に
掃
取
せ

市
揚
規
正
は
、
園
内
市
場
に
の
み
限
る

b
げ
で
は
た
い
。
そ
れ
は
外
園
市
揚
に
閲
L
て
も
い
ひ
う
る
と
と
で
あ
る
。
外
岡
貿
易
の

領
域
に
治
時
υ
る
協
力
は
、
ナ
チ
ス
以
前
に
長
い
て
も
経
済
圏
瞳
の
国
有
の
任
務
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に
治
い
て
は
一
居
軍
要
性
を
加

へ
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
の
ば
、
経
情
統
制
の
唄
化
忙
仲
弘
、
圏
内
に
長
い
て
も
、
園
外
に
沿
い
て
も
、
法
律
そ
の
他
が
著
し
〈
複
雑
化

さ
れ
て
ゐ
る
か
ち
で
あ
る
。
新
経
済
圏
植
は
ま
づ
第
一
に
、
外
国
市
揚
の
情
勢
干
園
内
及
び
外
固
に
島
け
る
園
家
的
統
制
の
護
展
に

関
し
て
絶
え
十
注
意
を
排
ひ
、
と
れ
を
成
員
に
報
道
し
友
け
れ
ぽ
危
ち
友
い
い
。
ま
た
貿
易
政
策
に
閥
す
る
工
業
者
D
要
望
を
籍
取
し

政
府
に
停
達
し
た
け
れ
ば
た
ら
左
い
。
管
業
の
許
可
や
稼
業
に
閲
し
て
意
見
を
具
申
す
る
己
と
も
重
要
在
任
務
で
あ
る
。
最
後
に
新

/
し
い
包
括
的
危
活
動
介
野
と
し
で
附
加
さ
る
べ
昔
は
、
輸
出
の
振
興
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。

ナ
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ス
経
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極
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課
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